
力■,1 「′ヵ■移
広報

(4)

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
区
政
の
動
き
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
な
ど
を

よ
り
早
く
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
よ
う
と
、
昭
和
２３
年
９
月
に
区
の

広
報
紙
の
第
１
号

「葛
飾
区
政
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

創
刊
当
時
は
、
発
行
部
数
も
２
千
部
程
度
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
数
回

に
わ
た
っ
て
改
題
や
拡
大
を
続
け
、
現
在
で
は
月
３
回
の
発
行
と
な
り
、

発
行
部
数
も
約
２０
万
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
作
り
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
５０
年
の
間
に
広
報
紙
で
紹
介
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
区
政
の
動
き
を
、
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
に
ま
と
め
区
民
の
皆

さ
ん
の
喜
ら
し
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

広
報
紙
の
変
遷

街
の
様
子
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葛館区お夕懸らせ
=士

麓 晒
一四ツ木橋F掘通式(左 )

創
刊
当
時

の

「葛
飾
区
お
知

ら
せ
」
を
見
る
と
、
旧
か
な
づ

か

い
や
旧
字
な
ど
が
か
な
り
使

わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
生
活
に

当
用
漠
字
が
な
じ
ん
で
い
な
か

つ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
発
行
状
況
は
不
定
期
で

配
布
方
法
も
区
議
会
議
員
や
出

張
所

・
学
校
な
ど
を
通
じ
て
配

布
し
、
各
戸
配
布
で
は
な
く
回

覧
形
式
を
と

っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
３７
年
新
聞
折
り
込
み
に

よ
る
配
布
の
実
施
、
昭
和
４２
年

「
葛
飾
区
の
お
知
ら
せ
」
に
改

お
届

け

で
き

る
よ
う

、
広
報

紙

の
充

実

に
取
り

組

ん

で

い
き

ま

す
。

成

。
総

工
費

４
億

３
千

万
円

。

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
さ
ん
に

た
く
さ
ん
の
情

け
し
ま
す

題
、
昭
和
４６
年
解
説
版

「広
報

か

つ
し
か
」
発
行
、
そ

の
後

「
葛
飾
区

の
お
知
ら
せ
」

の
定

期
発
行
や
点
字
版
　
テ
ー
プ
版

の
発
行
、
駅

へ
の
広
報

ス
タ
ン

ド
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

昭
和
５８
年
４
月
、
広
報
紙
の

名
称
を
現
在

の

「広
報
か

つ
し

か
」
に
変
更
し
、
配
布
方
法
も

新
聞
折
り
込
み
か
ら
各
戸

へ
の

戸
別
配
布
に
切
り
誉
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
２
年
７
月
に
は

発
行
回
数
を
月
３
回
に
拡
大
す

る
な
ど
、
広
報
紙
は
５。
年
の
間
、

区
と
区
民
の
皆
さ
ん
を
結
ぶ
パ

イ
プ
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
区
の
施
策
や

催
し
物
な
ど
区
民
生
活
に
密
着

し
た
情
報
を
よ
り
早
く
正
確
に

四
ツ
木
橋
開
通
　
　
　
（
１８
号
）

昭
和
１４
年
に
着
工
さ
れ
た
も

の
の
お
年
に
戦
争
激
化

の
た
め

工
事
中
止
。
そ
の
後
昭
和
２５
年

に
再
着
手
さ
れ
、
２７
年
７
月
完

西
亀
有
せ
せ
ら
ぎ
公
園
と
命
名

（
４６２
口Ξ

昭
和

５６
年
、
区
内
で
初
め
て

の
親
水
公
園

（西
亀
有
１
～
３

丁
目
）
が
完
成
。
名
称
は

一
般

公
募
さ
れ
た

「
西
亀
有
せ
せ
ら

ぎ
公
園
」
に
。

・　
―
一埒●ミ藤
Ｂ
ｆ
盤ゴ
蝶
機熾
中罪
庁」‥ヽｉ‐‐ヽ
一
　
ち
へと
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。　
一

放
置
自
転
車
対
策

重 飾区9お知らTワ
ー
ス
ト
ー
か
ら
ベ
ス
ト
ー
ヘ

み
ん
な
で
放
置
自
転
車
の
な

い
衡

金
町

へ
‐

（組
号
）

昭
和
５７
年
５
月
Ю
日
、
駅
前

の
放
置
自
転
車
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
ー
と
な

っ
た
金
町
駅
周
辺
で

放
置
自
転
車
を

一
掃
す
る

一
大

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
る
。

区
で
は
、
そ
の
後
も
自
転
車

駐
車
場
の
増
設
や
、
啓
発
活
動

な
ど
積
極
的
な
放
置
自
転
車
対

策
に
取
り
組
み
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
ー
は
返
上
し
た
も
の
の
、
現

置れ ::こ ,!!:|::il

在
で
も
区
内
の
駅
周
辺
に
は
数

多
く
の
自
転
車
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が

マ
ナ
ー
を
守

り
、
放
置
自
転
車

の
な

い
住
み

よ

い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

文

か
め
あ
り

な
こ
プ
二

地
下
鉄
乗
り
入
れ
１２
月
１
日
予

定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９８
号
）

都
営
地
下
鉄
押
上
線
が
昭
和

３５
年
乾
月
１
日
か
ら
、
京
成
上

野
線
東
中
山
駅
ま
で
直
通
相
互

乗
り
入
れ
。
都
心

の
地
下
鉄
と

地
上
の
郊
外
電
車
と
を
組
み
合

わ
せ
た
初
め
て
の
試
み
。

亀
有
駅
南
□
再
開
発
事
業
完
成

（９３４
号
）

ＪＲ
亀
有
駅
南
国
で
進
め
ら
れ

て
い
た
区
内
で
初
め
て
の
再
開

発
事
業
が
、
平
成
８
年
３
月
完

成
し
ま
し
た
。

亀
有
地
区
は
葛
飾
区
の
北
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
く
、
住
宅

と
商
業
が
調
和
し
て
、
そ
こ
に

住
む
人
や
訪
れ
た
人
が
親
し
み

や
す

い
ま
ち
に
、
そ
し
て
人
と

文
化
が
ふ
れ
あ
う
活
力
あ
る
ま

自
飾
区
公
会
堂

一
般
使
用
開
始
　
　
（８３
号
）

男
成
し
た
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

体
育
館
　
　
　
　
　
　
（１４８
号
）

私
た
ち
の
衝
に

新
し
い
文
化
の
風
が

「
文
化
会
館

（か

つ
し
か
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
）
オ
ー
プ
ン
」

（獅
コ▼
）

昭
和
３３
年
■
月
、
葛
飾
区
公

会
堂
が
完
成
。
そ
の
後
、
４。
年

・２
月
に
は
体
育
館
が
併
設
さ
れ

ま
し
た
。

公
会
堂
　
体
育
館
は
平
成
元

年
に
取
り
壊
さ
れ
、
平
成
４
年

５
月
、
跡
地
に
は

「か

つ
し
か

シ
ン
フ
オ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
」
が
オ

ー
プ

ン
し
、
新
た
な
文
化

・
芸

術
の
場
と
し
て
、
多
く
の
区
民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

教
育
セ
ン
タ
ー
完
成
　
（
削
号
）

昭
和
４２
年
４
月
、
旧
新
宿
支

所
跡
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

た
教
育
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。

昭
和
４．
年
４
月
に
着
工
し
、

約
二
年
あ
ま
り
で
完
成
。
総
エ

費
は
約
３
億
１
千
万
円
。

「冷
暖
房

つ
き

の
デ
ラ
ッ
ク

ス
建
築
で
す
」
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

体
育
館
　
陸
上
競
技
場

・
温
水

プ
ー
ル
　
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

オ
ー
プ
ン

（
５５９

・
制

・
酬
号
）

昭
和

５９
年
Ю
月
に
体
育
館
、

６。
年
７
月
に
陸
上
競
技
場
、
平

成
元
年
４
月
に
は
温
水
プ
ー
ル

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
が
完
成
し
、

現
在
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
姿
に
な

っ
て
い
ま
す
。

Tヒ

ス
ポ
I

ツ

(5)

「広報かつしか」が
1000号を迎えました

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

（地
域
産
業
振
興
会
館
）

「
月
１０
日
か
ら
業
務
開
始
（開
口▼
）

昭
和
６３
年
Ｈ
月
、
区
内
産
業

の
振
興
と
活
性
化

の
拠
点

「
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
か

つ
し
か
」
が
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

柴
又
公
園
　
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

ーー
月
１６
日
倒

オ
ー
プ
ン（９９２
口▼
）

昨
年
１１
月
、
柴
又
大
丁
目
に

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
柴
又

公
園

・
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
柴
又
公

園
は
河
川
敷
と

一
体
化
し
た
公

園
で
、
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
に

は
「葛
飾
柴
又
寅
さ
ん
記
念
館
」

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

胡
罵
１６
８
①
オ

ー
プ
ン

挿

嚇 翻

産
　
業

1000号のあゆみ
年 月 で  き  ご  と (発行号 )

日召禾日23年

(1948年 )
9月

26年  4

5

8

6

5

4

6

3

6

5

7

8

4

4

59   5
10

60   1

7

10

61   1

2

3

9

11

3

4
7

11

11

平成元年
(1989年 )
4月

9

10   1

「葛飾区政ニュース」(タ ブロイド判2ペ ージ)創刊
「葛飾区お知らせ」(タ ブロイド判半裁4ページ)と名称を
変更し、新たに第1号 を発行
公寡した紋章・区歌・音頭の入選作を発表 (3号 )
四ツ木橋開通 (18号 )
青戸に23区初の高層4階建て公団住宅完成 (72号 )
「葛飾区お知らせ」第100号 を発行
区役所総合庁舎完成 (108号 )
発行部数 8万5000部・新聞折り込みによる配布を開始
区の人口40万人を突破 (115号 )
新中川完成
「葛飾区お知らせ」タブロイド判4ペ ージに拡大 (141号 )
「葛飾区のお知らせ」に改題 (162号 )
新年号をカラー刷りで発行開始 (174号 )
「葛飾区のお知らせ」点字版の発行開始
「葛飾区のお知らせ」第200号を発行
区民会館完成 (213号 )
「葛飾区のお知らせ」をお知らせ版として月2回の定期発行
とする (220号 )
視覚的な紙面構成による区政の解説版「広報かつしか」(B5
判8ページ、カラー印刷)の発行を隔月で開始 (222号 )
区の木・花が公募により決定 (228号 )
国鉄の駅に広報スタンドを設置
私鉄の駅に広報スタンドを設置
区長公選制復活
「葛飾区のお知らせ」をタブロイド判4ペ ージに拡大 (300号 )
「葛飾区のお知らせ」カセットテープ版の発行開始
下水道普及率約6%(318号 )

小菅処理場 (都下水道局)運転を開始 (339号 )
「葛飾区のお知らせ」を月2回 (5・ 20日 )の定期発行に拡
大 (359号 )。 「広報かつしか」(解説版)休刊
葛飾区基本構想策定
区内初の親水公園となる西亀有せせらぎ公園オープン

(462手
=)かつしか伊豆高原荘オープン (477号 )

「広報かつしか」に改題しタブロイド判8ベージに拡大、配
布方法を高齢者事業団による各戸配布に変更 (515号 )
葛飾区環境美化の日を5月 の最終日曜日に定める (549号 )
総合スボーツセンター体育館オープン (559号 )
環状七号線青戸一奥戸間完成 (568号 )
総合スポーツセンター陸上競技場オープン (581号 )
第1回葛飾区産業展 (587号 )
区内初のコミュニティー道路となる亀有さくら通り莞成
(597号 )

下水道普及率59%(609号 )

個人情報保護条例を施行 (614号 )
ウィーン市フロリズドルフ区と友好都市提携を結ぶ (648号 )
区内初の特別養護老人ホームとなる水元ふれあいの家オープ
ン (657号 )
テクノプラザかつしかオープン (674号 )

総合スボーツセンター温水ブール・エイトホールオープン

(688坂
=)ウィメンズパルオープン (703号 )

新基本構想策定
「広報かつしか」月 3回発行に拡大 (5・ 25日号 8ベージ、
15日号 4ページ、727号 )
寝たきり老人歯科診療所が全国で初めてオープン (729号 )

北総線開通 (753号 )

高齢者福祉センターオープン (759号 )

郷土と天文の博物館オープン (764号 )
文化会館オープン (795号 )
北京市豊台区と友好都市提携を結ぶ (814号 )

情報公開条例を施行 (316号 )

水元かわせみの里オープン (898号 )

亀有駅南口地区再開発事業完成 (934号 )

下水道普及率概成100%達成
かつしかエフエム開局 (970号 )

初めての子ども広報発行 (982号 )

柴又公園・観光文化センター (葛飾柴又寅さん言B念館)オー
プン (992号 )
「広報かつしか」1000号 を発行

災
害
と
の
た
た
か
い

台
風
２２
号

台
風
２２

号
特
報

昭
和
３３
年
９
月
２６
日
、
関
東

地
方
を
襲

つ
た
台
風
２２
号
の
被

害
で
、
全
世
帯

の
約
９。
％
が
床

上

・
床
下
浸
水
し
、
堀
切
橋
が

流
失
。
昭
和
２２
年

の
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
以
来
の
被
害
と
な

つ
た
。

区
で
は
、
昭
和
３４
年
か
ら
８

～
９
月
に
台
風
特
集
号
を
発
行
、

そ
の
後
は
下
水
道
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、
防
災
特
集
と
し
て
充

実
さ
せ
、
不
測
の
災
害
に
対
す

る
備
え
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

防
受
特
集
（保
存
版
）

（８９３
号
）

平
成
７
年
二
月
１７
日
、
近
畿

地
方
を
直
肇
し
た

「
阪
神
　
淡

路
大
震
災
」

の
被
害
は
、
私
た

ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
、

大
都
市
の
直
下
型
地
震
の
恐
ろ

し
さ
を
見
せ

つ
け
ま
し
た
。

区
で
は
、
直
ち
に
防
災
対
策

の
見
直
し
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
に
他

の
自
治
体
や
民
間
団
体

と
の
協
力
体
制
の
確
立
、
情
報

連
絡
林
制
の
整
備
、
避
難
所

遇
難
体
制
の
整
備
な
ど
、
い
ざ

と

い
う
と
き
に
備
え
た
活
動
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

轟:奪馨鶉議藝

潔覇麟繁

だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街広

報
紙
で
は
、
こ
れ
ま
で
高

齢
者
の
方
　
障
害
を
持

つ
方

子
ど
も
た
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
方
な
ど
、
地

域

の
中
で
い
き

い
き
と
暮
ら
す

皆
さ
ん
の
様
子
や
、
区
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

２．
世
紀
に
向
け
て
、
区
で
は
、

福
祉
の
充
実
や
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
な
ど
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
の
普
及

鞠
と憲れ衰わ る機建脇 1-

東
京
の
中
心
部
に
比
較
し
て

下
水
道

の
普
及
が
遅
れ
て
い
た

葛
飾

・
足
立

・
江
戸
川
の
３
区

は
、
昭
和
５２
年
９
月
Ю
日
下
水

道
促
進
連
盟
を
結
成
し
、
国

都
に
対
し
下
水
道
の
早
期
実
現

を
要
望
し
ま
し
た
。

下
水
道
の
普
及
率
は
、
昭
和

５．
年
に
は
約
６
％
だ

っ
た
も
の

が
、
Ю
年
後
の
６．
年
に
は
５９
％

に
、
そ
し
て
平
成
８
年
に
概
成

硼
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
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な(3695)1111です区役所の代表電話は
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